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１
５
０
年
ほ

ど
昔
、
日
本
は

感
情
的
な
尊
皇

攘
夷
の
混
乱
か

ら
尊
皇
佐
幕
か
尊
皇
倒
幕
の

二
つ
の
激
流
に
絞
ら
れ
つ
つ

あ
っ
た
。
選
ん
だ
道
は
先
進

帝
国
主
義
の
真
似
だ
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
で
選
挙
の
度

に
候
補
者
た
ち
は
、
国
の
進

路
を
決
定
す
る
護
憲
か
改
憲

か
の
立
場
が
ベ
ー
ス
に
あ
り

な
が
ら
、
ま
る
で
食
欲
旺
盛

な
国
民
に
迎
合
す
る
か
の
よ

う
に
、
論
点
を
経
済
に
持
ち

込
み
、
憲
法
問
題
は
置
き
去

り
に
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
り
ゃ
部
分
的
改
憲
論
者
も

い
れ
ば
、
９
条
だ
け
は
守
ら

に
ゃ
と
い
う
人
も
い
る
。

　

著
名
人
48
人
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（『
現
代
用
語
の
基

礎
知
識
２
０
１
４
年
版
』）

で
は
回
答
者
の
現
行
憲
法
へ

の
熱
い
思
い
が
真
摯
に
吐
露

さ
れ
て
い
た
。
有
権
者
は
場

当
た
り
的
景
気
高
揚
策
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
候
補

者
た
ち
の
そ
れ
ま
で
の
言
動

を
思
い
起
こ
し
て
貴
重
な
票

を
投
じ
る
だ
ろ
う
。

　

民
主
主
義
は
巨
大
墳
墓
を

造
る
く
ら
い
し
か
無
駄
遣
い

を
知
ら
な
い
王
政
よ
り
も
コ

ス
ト
が
か
か
る
。
ケ
チ
な
現

代
人
は
棄
権
と
い
う
危
険
極

ま
り
な
い
無
額
面
小
切
手
は

切
る
訳
に
は
い
か
な
い
。

今日の数字

29.97％
　2016年度の法人税率。国民
には大増税の一方、大企業に
は５年間で７％超の大減税。

指
す
安
倍
首
相
に
参
院
（
２

４
２
議
席
）
で
３
分
の
２
の

議
席
（
１
６
２
議
席
）
を
渡

す
の
か
だ
。
非
改
選
議
席
で

自
公
は
じ
め
と
し
た
改
憲
勢

力
は
84
議
席
を
占
め
て
い

る
。
今
回
の
改
選
（
１
２
１

議
席
）
で
改
憲
勢
力
が
78
議

席
以
上
を
獲
得
す
れ
は
、
明

文
改
憲
が
可
能
に
な
る
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
失
敗

　

安
倍
首
相
は
、
13
年
７
月

　

参
院
選
は
、
憲
法
違
反
の

戦
争
法
強
行
後
の
最
初
の
国

政
選
挙
だ
。
選
挙
で
は
、
安

保
法
制
＝
戦
争
法
廃
止
、
立

憲
主
義
の
回
復
、
安
倍
改
憲

を
許
す
の
か
ど
う
か
が
問
わ

れ
る
。
自
民
党
の
改
憲
草
案

は
「
立
憲
主
義
」「
民
主
主

義
」「
平
和
主
義
」「
個
人
の

尊
厳
」
を
謳
っ
た
日
本
国
憲

法
の
理
念
を
こ
と
ご
と
く
捨

て
去
る
危
険
な
内
容
だ
。
任

期
中
（
２
０
１
８
年
９
月
に

総
裁
選
）
の
明
文
改
憲
を
目

　

６
月
22
日
公
示
、
７
月
10
日
投
票
で
行
わ
れ
る

参
院
選
挙
。
全
国
32
の
１
人
区
で
野
党
統
一
候
補

が
実
現
す
る
な
ど
、
か
つ
て
な
い
政
党
の
対
決
構

図
が
生
ま
れ
て
い
る
。
政
治
学
者
の
冨
田
宏
治
氏

（
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）
に
選
挙
の
争
点

に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

の
参
院
選
で
も
14
年
12
月
の

総
選
挙
で
も
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
」
一
本
で
た
た
か
い
、
そ

の
後
に
や
っ
た
こ
と
は
秘
密

保
護
法
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
「
閣
議
決
定
」
や

憲
法
違
反
の
安
保
法
制
の
強

行
だ
。
首
相
は
、
選
挙
が
終

わ
る
と
憲
法
破
壊
の
政
治
を

繰
り
返
す
こ
と
を
２
度
も
や

っ
て
き
た
。

　

今
度
も
首
相
は
「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
を
押
し
出
し
て
い

る
が
、
国
民
生
活
を
破
壊
し

て
き
た
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

の
是
非
が
問
わ
れ
て
い
る
。

大
企
業
の
業
績
が
回
復
し
た

が
、
実
質
賃
金
も
個
人
消
費

も
連
続
し
て
下
が
り
続
け
て

い
る
。
消
費
税
の
再
延
長

　

政
策
部
は
、
７
月
10
日
投

開
票
の
参
院
選
へ
向
け
て
大

阪
選
挙
区
（
定
数
４
人
）
の

各
候
補
者
の
政
策
や
立
場
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
大
阪

府
保
険
医
協
会
と
共
同
で
政

策
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
６
月
８
日
時
点
で
立
候

補
を
表
明
し
て
い
た
有
力
候

補
６
氏
に
調
査
票
を
送
付

し
、
17
日
の
期
限
ま
で
に
松

川
る
い
氏
（
自
民
）、
わ
た

な
べ
結
氏
（
共
産
）
か
ら
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

設
問
は
社
会
保
障
や
医
療

政
策
を
中
心
に
20
項
目
。
協

会
・
保
団
連
の
要
求
に
沿
っ

て
、「
賛
成
」「
反
対
」「
そ

の
他
」
の
３
択
で
尋
ね
た
。

　

松
川
氏
は
、
20
項
目
中
14

項
目
で「
そ
の
他
」を
、
６
項

目
で「
反
対
」を
選
択
し
た
。

「
診
療
報
酬
の
抜
本
的
引
き

上
げ
」
や
「
医
療
費
の
窓
口

負
担
の
引
き
下
げ
」
な
ど
多

く
の
設
問
で
賛
否
を
示
さ
な

か
っ
た
。
診
療
報
酬
で
は
実

績
を
強
調
し
、「
適
切
な
歯
科

医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
む
」
と
述
べ
た
。
世

論
調
査
で
多
く
の
国
民
が
望

ん
で
い
る
「
原
発
再
稼
働
の

中
止
」
や
「
安
全
保
障
関
連

法
の
廃
止
」
な
ど
に
つ
い
て

保
団
連
の
要
求
と
の
一
致
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
安
倍

政
権
が
計
画
し
て
い
る
①
受

診
時
定
額
負
担
②
市
販
類
似

薬
の
保
険
外
し
③
70
歳
以
上

は「
反
対
」を

表
明
し
た
。

　

わ
た
な
べ

氏
は
、
20
項

目
す
べ
て

「
賛
成
」
と

回
答
。
安
全

保
障
関
連
法

の
廃
止
や
社

会
保
障
予
算

の
拡
充
な

ど
、
協
会
・

の
窓
口
負
担
２
割
化
―
―
な

ど
の
患
者
負
担
増
計
画
に
つ

い
て
は
、
い
ず
れ
も
撤
回
に

賛
意
を
示
し
た
。

 

（
４
面
に
結
果
一
覧
）

な
ど
に
よ
る
恐
怖
（
精
神
的

影
響
）
が
全
身
状
態
の
悪
化

の
き
っ
か
け
と
な
り
や
す
い

た
め
、
適
切
な
麻
酔
処
置
に

よ
る
除
痛
が
必
要
と
し
た
。 

　

感
染
対
策
に
つ
い
て
は
、

万
能
の
薬
や
方
法
は
無
く
、

ス
タ
ッ
フ
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
全
員
が
同
じ
考
え
を

共
有
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
強
調
し
た
。

　

医
療
事
故
の
防
止
策
に
つ

い
て
も
言
及
し
、「
人
は
皆

ミ
ス
を
す
る
」
こ
と
が
前
提

で
あ
り
、
環
境
要
因
が
ミ
ス

の
引
き
金
に
な
る
こ
と
も
多

い
と
指
摘
し
た
。
ミ
ス
を
責

め
ず
に
原
因
の
究
明
・
環
境

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
。
医

療
事
故
判
例
の
解
説
で
は
、

あ
す
は
我
が
身
と
思
え
る
こ

と
も
多
々
あ
り
改
め
て
自
己

反
省
を
す
る
時
間
に
な
っ

た
。

（
羽
曳
野
市
・
小
林
裕
次
郎
）

２
３
２
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
高
橋
一
也
氏
（
大

阪
歯
科
大
学
高
齢
歯
科
学
准

教
授
）
は
、
高
齢
者
の
口
腔

機
能
管
理
―
①
高
齢
者
の
心

身
の
特
性
②
高
齢
者
診
療
の

緊
急
時
対
応
③
在
宅
歯
科
医

療
④
高
齢
者
の
介
護
予
防
な

ど
―
に
つ
い
て
解
説
し
た
。

研
修
を
終
え
た
受
講
者
に
は

修
了
証
を
発
行
し
た
。

　

最
初
に
、
歯
科
診
療
中
の

モ
ニ
タ
ー
の
装
着
を
ス
ケ
ー

リ
ン
グ
の
よ
う
な
歯
科
基
本

治
療
で
も
必
須
と
す
る
べ
き

と
指
摘
し
た
。
実
際
に
、
衛

生
士
が
遭
遇
し
た
偶
発
症

（
血
管
迷
走
神
経
反
射
や
過

換
気
症
候
群
）
に
つ
い
て
症

例
を
交
え
、
発
症
後
の
早
期

対
応
法
や
準
備
す
べ
き
装
置

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）・
薬
物
（
ア
ド

レ
ナ
リ
ン
の
筋
注
や
エ
ピ
ペ

ン
の
活
用
）
に
つ
い
て
詳
し

く
解
説
し
た
。
患
者
は
痛
み

そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
痛
み

　

社
保
研
究
部
は
４
日
、
在

宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
の

施
設
基
準
に
係
る
研
修
会
を

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
催
し

た
。
今
次
改
定
で
新
設
さ
れ

た
「
か
強
診
」
の
施
設
基
準

の
一
つ
で
あ
る
今
研
修
に

は
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗

の
証
明
だ
。
景
気
を
低
迷
さ

せ
、
庶
民
の
懐
を
冷
え
込
ま

せ
る
消
費
税
増
税
そ
の
も
の

が
問
題
だ
。
医
療
、
年
金
、

介
護
と
い
っ
た
社
会
保
障
は

改
悪
さ
れ
、
今
後
も
高
齢
者

の
窓
口
負
担
増
な
ど
が
計
画

さ
れ
て
い
る
。
非
正
規
雇
用

・
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
広
が

り
、
沖
縄
米
軍
基
地
、
高
い

大
学
授
業
料
問
題
、
保
育
所

待
機
児
童
問
題
な
ど
安
倍
政

権
の
全
体
が
問
わ
れ
る
選
挙

だ
。全

１
人
区
で

野
党
統
一

　

今
度
の
選
挙
は
、
時
の
政

権
を
打
倒
す
る
こ
と
を
正
面

に
掲
げ
て
、
市
民
の
声
に
押

さ
れ
て
野
党
が
全
国
的
規
模

で
選
挙
協
力
を
お
こ
な
う
と

い
う
、
日
本
の
戦
後
政
治
史

上
初
め
て
と
な
る
画
期
的
な

た
た
か
い
だ
。
３
・
11
の
大

震
災
・
原
発
事
故
を
契
機

に
、国
民
一
人
ひ
と
り
が
、自

立
し
た
主
権
者
と
し
て
立
ち

上
が
る
新
し
い
市
民
運
動
が

広
が
り
、「
戦
争
法
案
反
対
」

の
大
闘
争
へ
と
合
流
し
た
市

民
革
命
が
は
じ
ま
っ
た
。

　

い
ま
、「
安
保
法
制
廃
止
、

立
憲
主
義
回
復
、
安
倍
政
権

打
倒
」
を
柱
に
、
全
国
32
の

１
人
区
の
す
べ
て
で
野
党
統

一
候
補
が
実
現
し
た
。
首
相

は
、「
民
進
党
と
共
産
党
が

一
緒
に
な
っ
て
ど
ん
な
経
済

政
策
が
で
き
る
の
か
。
対
案

を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
」
と

言
っ
て
い
る
が
、
野
党
４
党

は
、
経
済
の
分
野
で
も
「
共

通
政
策
」
を
豊
か
に
発
展
さ

せ
て
き
た
。
野
党
が
共
同
提

出
し
た
15
本
の
議
員
立
法

は
、
暮
ら
し
、
民
主
主
義
、

憲
法
な
ど
、
国
政
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い

る
。

 

（
つ
づ
く
）

市
民
の
声
で
野
党
が
共
闘
す
る
画
期
的
な
選
挙

歯
援
診
研
修
会
に
２
３
２
人

「
か
強
診
」新
設
で
関
心
高
く

松川るい
（自民）

わたなべ結
（共産）

その他 診療報酬
引き上げ 賛成

その他 窓口負担
引き下げ 賛成

反対 原発再稼働
の中止 賛成

反対 安全保障
関連法廃止 賛成

その他 憲法９条の堅持 賛成

㊤冨田宏治氏（関西学院大学
法学部教授　）が語る

参
院
候
補
者

ア
ン
ケ
ー
ト

診療報酬増 共産が賛成
自民は慎重姿勢

選 選 択択
2016 参院選2016 参院選

マイナンバー

支払基金が番号を収集
提供拒否に不利益なし
　支払基金は８月上旬から、委託業者
を通じて各医療機関のマイナンバーの
収集を始める。
　医療機関には番号提出の義務はな
く、提供を断ったとしても診療報酬の
支払いを止められたり、税務調査の対
象になったりすることはない。
　協会は番号の提供は任意であること
から、委託業者の信頼性なども考慮
し、慎重な判断を呼びかけている。
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日本の
こころ
3

共産 3

共産

民進 46
民進
18

10他

10
他

非改選 121

青森青森

秋田秋田 岩手岩手

山形山形 宮城宮城

福島福島

栃木栃木
群馬群馬

新潟新潟

長野長野
山梨山梨

富山富山
石川石川

岐阜岐阜
福井福井滋賀滋賀

三重三重

奈良奈良
和歌山和歌山

香川香川
岡山岡山

鳥取鳥取
島根島根

山口山口

徳島徳島愛媛愛媛

高知高知

佐賀佐賀

長崎長崎
大分大分

熊本熊本 宮崎宮崎

鹿児島鹿児島 沖縄沖縄
無所属
民進
共産

無所属
民進
共産

参議院の勢力図（2016年４月末現在）

参院選候補者アンケート（抜粋）

全国32の１人区すべてで
決まった野党統一候補　

安
倍
政
権
か
ら
の
転
換
問
う

安
倍
政
権
か
ら
の
転
換
問
う

安
倍
政
権
か
ら
の
転
換
問
う

安
倍
政
権
か
ら
の
転
換
問
う


